
 
 
日本で 
ムスリム学生になる 

 

ハルヨ ミルサンディ 

(大学院基礎工学研究科に在籍)  
 

来日前の頃のことを振り返りますと、自分の留学が

うまくいくか多少不安を感じていました。どのように

新しい境遇に耐えてムスリム学生になっていけるかと

いうことです。日本は技術の進んだ国であり、一方、

社会文化面でも、アルコール飲料をはじめイスラム教

義に反する食べ物が、ごく普通にたくさんあふれてい

ます。そのほか、日本で理解し合える友だちができる

だろうか、ひとりのムスリムとして避けねばならない

ことや義務をきちんと果たせるか、なども気になって

いました。 

 

 ムスリムとして１日 5 回のお祈りをしています。

しかし、インドネシアではどこにでもあるイスラム寺

院（モスク）が、日本にはほとんどありません。大学

に通い始めた頃、キャンパスにはちゃんとした礼拝場

所がありませんでした。だから私は、時には他のムス

リム友人と一緒にこっそりお祈りしなければなりませ

んでした。幸いなことに、こうした事情を大学側に相

談するムスリム学生の代表が出てきました。大学側は

すみやかに対応してくれました。

その結果、私の通うキャンパスに

礼拝所が設けられました。今は全

学に神聖な“特別部屋”が出来て

います。 

 

お祈りのほかにムスリムが気を

付けて守らねばならない一番のも

のは、食べ物です。豚肉を食べる

のを禁じられているほかイスラム

様式で屠殺・料理されていない肉

（ハラル肉でない）を食べること

は許されていません。豚肉以外な

らどんな肉でも食べられると見な

す一部ムスリムの人がいても、私

は避けており、ハラル肉だけを食

べるというグループに属します。

イスラム教信者の少ない日本では、

ハラル肉に出会うのは難しいと思

っていました。しかし、それは間違いで、今はそうで

もないのです。日本にイスラム教信者の来訪が増える

のに伴い、ハラル肉を用意するスーパーが明らかに多

くなってきたのです。最近では私のキャンパスの食堂

でもハラルのメニューが用意され、ムスリム学生にと

ってはキャンパス内でハラル食がとても食べやすくな

りました。 

  

大学院での授業が進み、このところは実験調査ため

に研究室に入らねばなりません。家よりも研究室内で

過ごすことが多くなり、日本の人や他の学生、教官と

の交流も減ってきました。私はしばしば彼らからイス

ラム教についていろいろな質問を受けます。ムスリム

の義務から始まってイスラム教の大事なイベントに至

るまで。これはきっと私にとってはいいことなのでし

ょう。いろいろな会話の結果、研究室でパーティーを

開いても、私の食べられる物を用意するのをちゃんと

わきまえてくれています。また彼らは、イスラムの祭

日など大事な日には、私を休

ませてくれます。 

 

ある特定の宗教を信仰し、

その宗教を認めることの少な

い日本社会にあって、イスラ

ム学生として私を尊重し、敬

意を払ってくれるだけでなく、

私のお勤め行為に便宜を図っ

てくれます。したがって、日

本で学んだ経験から、私はム

スリム学生として生活するの

に想像以上に多くのものを得

ています。このことは、日本

の社会が宗教信者をとても尊

び、寛容さがあることを示し

ており、我が国でも依然宗教

紛争が起きている地でも、一

つの手本とすべきでしょう。 
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